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事
業
活
動
収
支
計
算
書
で

は
、
事
業
活
動
収
入
計
（
学

校
法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い

収
入
）
が
予
算
比
０
・
34
％

減
の
２
４
５
億
５
７
５
６

万
円
（
前
年
度
と
の
比
較

で
は
６
億
４
８
９
５
万
円

の
増
）
。
事
業
活
動
支
出
計

は
、
予
算
比
１
・
50
％
減
の

２
４
３
億
２
５
９
９
万
円

（
前
年
度
と
の
比
較
で
は
１

億
６
４
３
万
円
の
増
）
と
な

り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
は
、
２
億
３
１
５

７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
基

本
金
組
入
額
合
計
は
、
予
算

比
７
・
17
％
減
の
△
15
億
８

６
２
４
万
円
と
な
り
、
基
本

金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

と
基
本
金
組
入
額
合
計
を
合

わ
せ
た
当
年
度
収
支
差
額

は
、
予
算
に
比
べ
支
出
超
過

の
額
が
23
・
18
％
減
の
△
13

億
５
４
６
７
万
円
と
な
っ
て

い
る
。 

ま
た
、
前
年
度
繰

越
収
支
差
額
（
△
４
３
２
億

４
９
８
９
万
円
）
を
加
え
た

翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
、

予
算
に
比
べ
支
出
超
過
の
額

が
０
・
91
％
減
の
４
４
６
億

４
５
７
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

基
本
金
組
入
額
合
計
の
内
訳

　
第
１
号
基
本
金
　
11
億
８

６
２
２
万
円
の
組
入
（
当
年

度
取
得
資
産
及
び
借
入
金
返

済
等
の
組
入
額
）

　
第
２
号
基
本
金
　
４
億
円

の
組
入
（
将
来
取
得
す
る
固

定
資
産
の
取
得
に
充
て
る
預

金
等
の
資
産
の
組
入
額
）

　
第
３
号
基
本
金
　
２
万
円

の
組
入
（
奨
学
基
金
等
の
組

入
額
）

※
事
業
活
動
区
分
ご
と
に
、

前
記
の
資
金
収
支
計
算
書
と

共
通
の
科
目
を
除
く
事
業
活

動
収
支
計
算
書
特
有
の
も
の

に
つ
い
て
説
明
。

⑴
経
常
収
支

①
教
育
活
動
収
支

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
予

算
比
０
・
12
％
減
の
２
４
３

億
６
８
２
２
万
円
（
前
年
度

比
で
は
２
・
89
％
の
増
）
。
教

育
活
動
支
出
計
は
、
予
算
比

０
・
91
％
減
の
２
４
２
億
９

２
３
９
万
円
（
前
年
度
比
で

は
０
・
73
％
の
増
）
と
な
り
、

教
育
活
動
収
支
差
額
は
、
７

５
８
２
万
円
（
前
年
度
比
で

は
１
１
７
・
52
％
の
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

（
事
業
活
動
収
入
の
部
）

・
寄
付
金
は
、
施
設
設
備
寄

付
金
を
除
い
た
も
の
で
、
予

算
比
７
・
88
％
減
の
１
億

６
５
８
１
万
円
（
前
年
度

比
で
は
31
・
35
％
の
減
）。

専
修
大
学
・
石
巻
専
修
大

学
「
社
会
知
性
（Socio-

Intelligence

）
の
開
発
」

推
進
募
金

・
経
常
費
等
補
助
金
は
、
施

設
設
備
補
助
金
を
除
い
た
も

の
で
、
予
算
比
０
・
56
％
増

の
20
億
６
９
４
５
万
円
（
前

年
度
比
で
は
49
・
63
％
の

増
）
。
こ
の
う
ち
国
庫
補
助

金
に
は
、
経
常
費
補
助
金
の

ほ
か
授
業
料
等
減
免
費
交
付

金
及
び
情
報
機
器
整
備
費
補

助
金
を
含
ん
で
い
る
。

（
事
業
活
動
支
出
の
部
）

・
人
件
費
は
、
予
算
比
０
・

36
％
増
の
１
４
６
億
１
２
２

３
万
円
（
前
年
度
比
で
は
０

・
31
％
の
減
）。
退
職
給
与

引
当
金
繰
入
額
12
億
３
２
６

万
円
を
含
ん
で
い
る
。

・
教
育
研
究
経
費
は
、
予
算

比
２
・
87
％
減
の
81
億
６
７

０
１
万
円
（
前
年
度
比
で
は

５
・
64
％
の
増
）。
減
価
償

却
額
25
億
３
４
２
１
万
円
を

含
ん
で
い
る
。

・
管
理
経
費
は
、
予
算
比
２

・
24
％
減
の
15
億
１
３
１
５

万
円
（
前
年
度
比
で
は
12
・

41
％
の
減
）。
減
価
償
却
額

２
億
３
４
３
３
万
円
を
含
ん

で
い
る
。

②
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、

予
算
比
32
・
84
％
減
の
４
９

４
０
万
円
（
前
年
度
比
で
は

31
・
23
％
の
減
）。
教
育
活

動
外
支
出
計
は
、
１
８
１
３

万
円
で
、
教
育
活
動
外
収
支

差
額
は
、
３
１
２
７
万
円

（
前
年
度
比
で
は
41
・
33
％

の
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

③
経
常
収
支
差
額

　
教
育
活
動
収
支
差
額
と
教

育
活
動
外
収
支
差
額
を
合
わ

せ
た
経
常
収
支
差
額
は
、
１

億
７
０
９
万
円
（
前
年
度
比

で
は
１
２
８
・
22
％
の
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

⑵
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
予
算
比

17
・
73
％
減
の
１
億
３
９
９

４
万
円
（
前
年
度
比
で
は
８

・
63
％
の
減
）。
特
別
支
出

計
は
、
予
算
比
28
・
68
％
増

の
１
５
４
６
万
円
（
前
年
度

比
で
は
81
・
74
％
の
減
）
と

な
り
、
特
別
収
支
差
額
は
、

１
億
２
４
４
７
万
円
（
前
年

度
比
81
・
74
％
の
増
）
と
な

っ
て
い
る
。

（
事
業
活
動
収
入
の
部
）

・
そ
の
他
の
特
別
収
入
の
科

目
別
の
内
訳
は
、
以
下
の
と

お
り
。

　
施
設
設
備
寄
付
金

 

１
２
５
４
万
円

　
受
贈
お
よ
び
編
入
図
書

 

１
億
１
５
２
０
万
円

　
そ
の
他
の
受
贈
資
産

 

１
２
１
８
万
円

（
事
業
活
動
支
出
の
部
）

・
資
産
処
分
差
額
は
、
施
設

処
分
差
額
が
予
算
比
69
・
15

％
増
の
２
５
６
万
円
、
設
備

処
分
差
額
は
、
予
算
比
22
・

82
％
増
の
１
２
８
９
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
有
価
証
券
処

分
差
額
の
予
算
計
上
は
な

い
。

　
資
産
処
分
差
額
の
内
容
は

以
下
の
と
お
り
。

施
設
処
分
差
額

　
建
物 

２
５
６
万
円

（
建
物
及
び
建
物
付
属
設
備

処
分
差
額
）

設
備
処
分
差
額

　
教
育
研
究
用
機
器
備
品

１
１
４
５
万
円（
６
２
５
点
）

　
管
理
用
機
器
備
品

 

92
万
円（
34
点
）

　
車
両 

13
万
円（
１
台
）

　
図
書
38
万
円（
１
３
４
冊
）

有
価
証
券
処
分
差
額

㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
普
通
株
式
の
株
式

併
合
に
よ
る
端
株
の
処
分
差

額

　
貸
借
対
照
表
は
、
令
和
３

年
３
月
31
日
現
在
の
資
産
、

負
債
、
基
本
金
等
の
状
況
を

前
年
度
末
と
対
比
さ
せ
て
表

示
し
て
い
る
。

⑴
資
産
の
部

　
資
産
の
部
で
は
、
固
定
資

産
が
、
前
年
度
末
よ
り
８
億

２
２
６
４
万
円
減
の
１
２
９

７
億
３
５
５
２
万
円
。
こ
の

う
ち
、有
形
固
定
資
産
が
、建

物
、
構
築
物
、
機
械
装
置
、
教

育
研
究
用
機
器
備
品
、
管
理

用
機
器
備
品
、
車
両
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
末
よ
り
19
億

７
１
７
７
万
円
減
の
１
０
０

８
億
４
１
０
０
万
円
。
特
定

資
産
は
、
第
２
号
基
本
金
引

当
特
定
資
産
４
億
円
、
施
設

設
備
準
備
資
産
７
億
円
の
増

等
に
よ
り
、
前
年
度
末
よ
り

11
億
５
０
０
２
万
円
増
の
２

８
３
億
５
４
６
２
万
円
。
そ

の
他
の
固
定
資
産
は
、
教
職

員
貸
付
金
等
の
減
に
よ
り
、

前
年
度
末
よ
り
89
万
円
減
の

５
億
３
９
８
９
万
円
。
流
動

資
産
は
、
現
金
預
金
、
未
収

入
金
等
の
増
で
、
前
年
度
末

よ
り
13
億
１
８
６
３
万
円
増

の
88
億
７
０
６
７
万
円
。

　
資
産
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
よ
り
４
億
９
５
９
８
万

円
増
の
１
３
８
６
億
６
２
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
負
債
の
部

　
負
債
の
部
で
は
、
固
定
負

債
が
長
期
借
入
金
等
の
減
で

前
年
度
末
よ
り
６
億
３
５
１

４
万
円
減
の
１
３
７
億
８
５

３
１
万
円
。
流
動
負
債
は
、

短
期
未
払
金
、
預
り
金
の
増

で
前
年
度
末
よ
り
８
億
９
９

５
５
万
円
増
の
75
億
３
０
１

７
万
円
。

　
負
債
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
よ
り
２
億
６
４
４
１
万

円
増
の
２
１
３
億
１
５
４
８

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
純
資
産
の
部

　
純
資
産
の
部
で
は
、
基
本

金
が
前
年
度
末
よ
り
15
億
８

６
２
４
万
円
増
の
１
６
１
８

億
９
５
２
８
万
円
。
こ
の
う

ち
、
第
１
号
基
本
金
が
前
年

度
末
よ
り
11
億
８
６
２
２
万

円
増
の
１
５
６
９
億
２
６
６

５
万
円
。
第
２
号
基
本
金

は
、
前
年
度
末
よ
り
４
億
円

増
の
５
億
円
。
第
３
号
基
本

金
は
、
前
年
度
末
よ
り
２
万

円
増
の
27
億
５
４
６
２
万

円
。
第
４
号
基
本
金
は
、
前

年
度
末
よ
り
増
減
が
な
く
17

億
１
４
０
０
万
円
。
繰
越
収

支
差
額
は
、
翌
年
度
繰
越
収

支
差
額
が
事
業
活
動
収
支
計

算
書
の
同
科
目
と
同
一
の
４

４
６
億
４
５
７
万
円
の
支
出

超
過
。

　
純
資
産
の
部
合
計
は
、
前

年
度
末
よ
り
２
億
３
１
５
７

万
円
増
の
１
１
７
２
億
９
０

７
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
予
算
比
１
・
23

％
増
の
２
４
９
億
６
０
６
７

万
円
（
前
年
度
比
で
は
13
・

79
％
の
減
）
と
な
り
、
前
年

度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た

収
入
の
部
合
計
で
は
、
予
算

比
０
・
97
％
増
の
３
１
５
億

９
４
２
７
万
円
と
な
っ
て
い

る
（
前
年
度
比
で
は
11
・
32

％
の
減
）
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
予
算
比
２
・
98

％
減
の
２
３
７
億
３
６
４
２

万
円
（
前
年
度
比
で
は
18
・

13
％
の
減
）
で
、
翌
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
、
翌
年
度
の

収
入
と
な
る
前
受
金
収
入
を

含
み
78
億
５
７
８
４
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で

は
18
・
46
％
の
増
）
。

⑴
収
入
の
部

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
は
、
１
９
６
億
４
８
２
６

万
円
（
前
年
度
比
で
は
０
・

95
％
の
増
）
。
最
終
在
籍
者

数
が
専
修
大
学
で
１
万
７
３

３
２
人
、
石
巻
専
修
大
学
で

１
３
０
６
人
と
な
り
、
全
体

で
は
１
万
８
６
３
８
人
。
最

終
在
籍
者
数
は
、
前
年
度
と

比
べ
、
全
体
で
３
５
４
人
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
手
数
料
収
入
は
、
予
算

比
９
・
96
％
減
の
10
億
５
９

４
８
万
円
（
前
年
度
比
で
は

９
・
39
％
の
減
）。
こ
の
う

ち
、
入
学
検
定
料
収
入
は
、

予
算
比
９
・
63
％
減
の
10
億

２
９
９
８
万
円
（
前
年
度
比

で
は
９
・
29
％
の
減
）。
入

学
志
願
者
数
が
予
算
と
比
べ

専
修
大
学
で
５
４
２
４
人
の

減
、
石
巻
専
修
大
学
で
２
６

６
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算

比
10
・
82
％
減
の
１
億
７
８

３
５
万
円
（
前
年
度
比
で
は

33
・
84
％
の
減
）。
令
和
２

年
度
よ
り
専
修
大
学
・
石

巻
専
修
大
学
「
社
会
知
性

（Socio-Intelligence

）

の
開
発
」
推
進
募
金
の
募
集

を
開
始
し
た
。

　
④
補
助
金
収
入
は
、
予
算

比
０
・
56
％
増
の
20
億
６
９

４
５
万
円
（
前
年
度
比
で
は

49
・
63
％
の
増
）。
こ
の
う

ち
、
国
庫
補
助
金
収
入
は
、

予
算
比
０
・
61
％
増
の
20
億

５
５
７
２
万
円
（
前
年
度
比

で
は
51
・
46
％
の
増
）
で
、

経
常
費
補
助
金
の
ほ
か
、
授

業
料
等
減
免
費
交
付
金
及
び

情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
を

含
ん
で
い
る
。

　
⑤
資
産
売
却
収
入
は
、
有

価
証
券
売
却
収
入
で
、
㈱
み

ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
普
通
株
式
の
株
式
併
合

に
よ
る
端
株
の
売
却
に
よ

る
。

　
⑥
付
随
事
業
・
収
益
事
業

収
入
は
、
予
算
比
５
・
44
％

減
の
４
億
６
６
９
０
万
円

（
前
年
度
比
で
は
21
・
98
％

の
減
）。
差
異
は
、留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
各
種
国
際
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
公
開
講
座
の
中

止
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｐ

テ
ス
ト
対
策
講
座
受
講
者
、

公
務
員
試
験
講
座
受
講
者
、

各
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
利
用

者
、
石
巻
通
学
サ
ポ
ー
ト
バ

ス
利
用
者
の
減
等
に
よ
る
。

　
⑦
受
取
利
息
・
配
当
金
収

入
は
、
予
算
比
32
・
84
％
減

の
４
９
４
０
万
円
（
前
年
度

比
で
は
31
・
23
％
の
減
）。
こ

の
う
ち
、
そ
の
他
の
受
取
利

息
・
配
当
金
収
入
は
、予
算
比

32
・
97
％
減
の
４
９
１
２
万

円（
前
年
度
比
で
は
31
・
27
％

の
減
）。
差
異
は
、
債
券
利
金

及
び
銀
行
預
金
利
息
の
減
。

　
⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
12

・
88
％
増
の
９
億
５
８
３
０

万
円
（
前
年
度
比
で
は
15
・

81
％
の
増
）。
差
異
は
、
退

職
金
財
団
交
付
金
、
科
学
研

究
費
補
助
金
の
間
接
経
費
の

増
、
関
東
学
生
陸
上
競
技
連

盟
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
補
助
金
、
伊
勢
原
体

育
施
設
落
雷
被
害
、
石
巻
暴

風
被
害
に
よ
る
保
険
金
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
助
成
金
、
両
立
支
援

等
助
成
金
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
受
入
等
に
よ
る
。

　
⑨
借
入
金
等
収
入
は
、
計

上
し
て
い
な
い
。

　
⑩
前
受
金
収
入
は
、
令
和

３
年
度
入
学
者
の
入
学
手
続

時
に
お
け
る
納
入
学
費
（
翌

年
度
の
学
生
生
徒
等
納
付
金

収
入
と
な
る
。）
で
、
36
億

８
７
５
１
万
円
。

　
⑪
そ
の
他
の
収
入
は
、
前

期
末
未
収
入
金
収
入
、
貸
付

金
回
収
収
入
、
敷
金･

保
証

金
回
収
収
入
等
で
13
億
５
６

７
５
万
円
。
ま
た
、
資
金
収

入
調
整
勘
定
（
収
入
の
振
替

控
除
科
目
）
は
、
期
末
未
収

入
金
及
び
前
期
末
前
受
金
で

45
億
１
３
７
７
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

⑵
支
出
の
部

　
①
人
件
費
支
出
は
、
予
算

比
０
・
51
％
増
の
１
４
６
億

３
１
７
４
万
円
（
前
年
度
比

で
は
０
・
13
％
の
増
）。
兼

任
教
員
給
料
等
教
員
人
件
費

及
び
退
職
金
の
増
、
兼
務
職

員
給
料
等
職
員
人
件
費
の
減

を
含
ん
で
い
る
。

　
②
教
育
研
究
経
費
支
出

は
、
予
算
比
４
・
19
％
減
の

56
億
３
２
７
９
万
円
（
前
年

度
比
で
は
２
・
86
％
の
増
）。

予
算
比
増
減
の
主
な
も
の
の

決
算
額
、
要
因
等
は
以
下
の

と
お
り
。

・
準
備
品
費
支
出
‥
６
７
９

３
万
円
（
１
２
７
５
万
円
の

増
）

　
授
業
用
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ

ン
購
入
、
教
員
個
人
研
究

費
、
研
究
助
成
、
奨
学
寄
附

金
、
科
学
研
究
費
間
接
経
費

使
用
額
等
の
増
。

・
図
書
資
料
費
支
出
‥
１
億

７
１
１
３
万
円
（
１
７
７
７

万
円
の
減
）

　
刊
行
中
止
、
納
品
遅
延
等

に
よ
る
減
。

・
印
刷
製
本
費
支
出
‥
１
億

４
４
１
２
万
円
（
１
１
８
５

万
円
の
減
）

　
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
、
入
学
手
続
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
、

講
座
総
合
案
内
、
ニ
ュ
ー
ス

専
修
、
論
集
、
受
託
研
究
費

印
刷
費
等
の
減
。

・
光
熱
水
費
支
出
‥
５
億
６

８
８
万
円
（
８
０
９
５
万
円

の
減
）

　
電
気
使
用
料
金
、
水
道
使

用
料
金
等
の
減
。

・
旅
費
交
通
費
支
出
‥
５
０

７
１
万
円
（
８
４
２
８
万
円

の
減
）

　
経
済
学
部
海
外
特
別
研

修
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
宿
、体
育

会
強
化
合
宿
、学
会
補
助
費
、

教
員
個
人
研
究
費
、
科
学
研

究
費
間
接
経
費
、在
外
研
究
、

研
究
助
成
、受
託
研
究
、海
外

留
学
費
、
入
学
試
験
地
方
会

場
出
張
旅
費
、
石
巻
復
興
大

学
支
援
事
業
旅
費
等
の
減
。

・
奨
学
費
支
出
‥
13
億
７
２

６
３
万
円
（
１
２
４
７
万
円

の
増
）

　
修
学
支
援
新
制
度
奨
学
金

等
の
増
。

・
補
助
費
支
出
‥
４
億
２
３

０
５
万
円
（
５
７
６
６
万
円

の
減
）

　
通
信
環
境
整
備
及
び
プ
リ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
支
援
金
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
国
際

研
修
参
加
費
補
助
、
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
論
集
製
作
費
補
助
、
ク

ラ
ス
会
援
助
金
、
国
際
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
、
学
生
団

体
活
動
援
助
、
体
育
会
ク
ラ

ブ
活
動
援
助
、
研
究
所
補
助

等
の
減
。

・
修
繕
費
支
出
‥
１
億
２
７

３
８
万
円
（
６
１
８
０
万
円

の
増
）

　
神
田
１
号
館
プ
ラ
ン
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
漏
水
対
策
工
事
、

神
田
２
号
館
教
室
ト
ッ
プ
ラ

イ
ト
ガ
ラ
ス
交
換
、
生
田
１

号
館
網
戸
設
置
、
生
田
２
号

館
分
館
屋
上
防
水
工
事
、
生

田
10
号
館
教
室
椅
子
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
生
田
自
然
科
学
実

験
室
Ⅹ
線
分
析
装
置
修
理
、

生
田
図
書
館
電
動
書
架
修

理
、
事
務
室
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
壁
増
設
防
音
対
策
工

事
、
生
田
自
動
車
部
給
水
管

漏
水
修
理
、
生
田
北
グ
ラ
ウ

ン
ド
投
光
器
等
修
理
、
生
田

研
修
館
手
摺
塗
装
、
伊
勢
原

体
育
寮
浄
化
槽
制
御
盤
・
放

流
ポ
ン
プ
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ

交
換
、
伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
漏
水
修
理
、
石
巻
３
号

館
他
外
階
段
外
壁
修
理
等
の

増
。

・
委
託
費
支
出
‥
15
億
４
８

１
１
万
円
（
２
９
２
４
万
円

の
減
）

　
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
集

計
、
法
科
大
学
院
共
通
達
成

度
確
認
試
験
、
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
会
計
士
講
座
、
公
務

員
試
験
講
座
、
学
生
通
学
バ

ス
運
行
、
学
生
通
学
時
交
通

誘
導
、
図
書
受
入
・
閲
覧
・

整
理
業
務
委
託
費
等
の
減
。

・
保
守
費
支
出
‥
４
億
２
９

７
９
万
円
（
１
３
５
９
万
円

の
減
）

　
教
学
シ
ス
テ
ム
稼
働
維

持
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
履
修
シ
ス
テ
ム

稼
働
維
持
、
石
巻
安
定
同
位

体
測
定
用
質
量
分
析
計
保
守

費
等
の
減
。

・
謝
礼
費
支
出
‥
６
５
６
２

万
円（
１
９
１
３
万
円
の
減
）

　
専
修
大
学
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
講
師
謝
礼
費
、
経
営
学
部

特
殊
講
義
講
師
謝
礼
費
、
融

合
領
域
科
目
講
師
謝
礼
費
、

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
謝
礼

費
、
教
育
実
習
謝
礼
費
、
心

理
実
習
謝
礼
費
、
就
活
基
礎

講
座
謝
礼
費
、
各
種
課
外
講

座
講
師
謝
礼
費
、
受
託
研
究

費
、
教
員
個
人
研
究
費
使
用

額
等
の
減
。

　
③
管
理
経
費
支
出
は
、
予

算
比
２
・
64
％
減
の
12
億
７

８
８
１
万
円
（
前
年
度
比
で

は
15
・
25
％
の
減
）。

　
予
算
比
増
減
の
主
な
も
の

の
決
算
額
、
要
因
等
は
以
下

の
と
お
り
。

・
光
熱
水
費
支
出
‥
７
６
４

３
万
円
（
１
９
１
２
万
円
の

減
）

　
電
気
使
用
料
金
、
ガ
ス
使

用
料
金
、
水
道
使
用
料
金
等

の
減
。

・
旅
費
交
通
費
支
出
‥
２
７

６
７
万
円
（
１
１
９
７
万
円

の
減
）

　
各
種
研
修
参
加
旅
費
、
出

張
旅
費
、
管
理
事
務
所
管
公

務
外
出
交
通
費
等
の
減
。

・
修
繕
費
支
出
‥
２
７
９
４

万
円（
１
７
８
０
万
円
の
増
）

　
神
田
１
号
館
プ
ラ
ン
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
漏
水
対
策
工
事
、

神
田
６
号
館
機
械
式
駐
車
場

修
理
、
生
田
２
号
館
分
館
屋

上
防
水
工
事
、
生
田
会
館
厨

房
用
排
水
管
修
理
、
生
田
学

生
食
堂
機
器
備
品
修
理
、
生

田
研
修
館
手
摺
塗
装
、
伊
勢

原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
漏
水
修

理
等
に
よ
る
増
。

・
委
託
費
支
出
‥
４
億
５
８

２
９
万
円
（
１
３
９
９
万
円

の
減
）

　
入
学
試
験
ネ
ッ
ト
出
願
処

理
、
高
校
説
明
会
等
資
料
発

送
、
ニ
ュ
ー
ス
専
修
発
送
、

管
理
事
務
所
管
人
材
派
遣
、

体
育
寮
給
食
業
務
、
石
巻
学

生
寮
食
堂
運
営
業
務
委
託
費

等
の
減
。

・
公
租
公
課
支
出
‥
９
０
６

０
万
円
（
１
１
５
４
万
円
の

増
）

　
消
費
税
等
確
定
申
告
額
等

の
増
。

・
広
告
費
支
出
‥
２
億
２
１

８
２
万
円
（
１
８
３
６
万
円

の
減
）

進
学
相
談
会
、
電
車
中
刷
り

・
窓
上
広
告
掲
出
料
等
の
減
。

　
④
借
入
金
等
利
息
支
出

は
、
予
算
ど
お
り
で
１
８
１

３
万
円
。

　
⑤
借
入
金
等
返
済
支
出

は
、
予
算
ど
お
り
の
返
済
で

４
億
７
７
７
万
円
。

　
⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
予

算
比
５
・
36
％
増
の
１
億
１

３
０
１
万
円
（
前
年
度
比
で

は
98
・
00
％
の
減
）。

※
⑥
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設
等

整
備
事
項
〕
に
記
載
。

　
⑦
設
備
関
係
支
出
は
、
予

算
比
９
・
30
％
減
の
５
億
７

１
８
３
万
円
（
前
年
度
比
で

は
51
・
27
％
の
減
）。

　
こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
用

機
器
備
品
支
出
は
、
予
算
比

２
・
73
％
増
の
４
億
９
１
５

８
万
円
で
、
差
異
は
、
図
書

館
除
菌
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
各
体
育
寮

検
温
シ
ス
テ
ム
購
入
等
の

増
、
教
員
個
人
研
究
費
、
研

究
助
成
費
使
用
額
等
の
増
。

　
⑧
資
産
運
用
支
出
は
、
予

算
比
14
・
81
％
減
の
11
億
５

０
０
２
万
円
。
第
２
号
基
本

金
引
当
特
定
資
産
繰
入
支
出

が
４
億
円
、
第
３
号
基
本
金

引
当
特
定
資
産
繰
入
支
出
が

２
万
円
、
退
職
給
与
引
当
資

産
繰
入
支
出
が
５
０
０
０
万

円
、
施
設
設
備
準
備
資
産
繰

入
支
出
が
７
億
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
貸

付
金
支
払
支
出
、
前
期
末
未

払
金
支
払
支
出
、
前
払
金
支

払
支
出
で
15
億
５
９
９
０
万

円
。
予
備
費
の
使
用
額
は
な

い
。
ま
た
、
資
金
支
出
調
整

勘
定
（
支
出
の
振
替
控
除
科

目
）
は
、
期
末
未
払
金
及
び

前
期
末
前
払
金
で
16
億
２
７

６
１
万
円
。

〔
主
な
施
設
等
整
備
事
項
〕

【
専
修
大
学
】

①
神
田
１
｜

３
号
館
非
常

用
発
電
機
他
更
新
に
伴
う
設

計
費
②
神
田
１
号
館
購
買
会

空
調
機
設
置
工
事
③
生
田
９

号
館
中
央
監
視
設
備
更
新
工

事
④
生
田
食
堂
館
汚
水
雑
排

水
ポ
ン
プ
盤
更
新
工
事
⑤
生

田
自
動
車
部
汚
水
雑
排
水
ポ

ン
プ
盤
更
新
工
事
⑥
生
田
第

１
体
育
寮
別
館
分
電
盤
更
新

工
事
⑦
伊
勢
原
体
育
施
設
テ

ニ
ス
部
部
室
空
調
設
置
工
事

⑧
伊
勢
原
体
育
寮
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
配
線
工
事
⑨
伊
勢
原
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
受
変
電
設
備

更
新
工
事

【
石
巻
専
修
大
学
】

①
教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム
Ｌ

Ａ
Ｎ
敷
設
工
事
②
１
号
館
実

験
室
空
調
機
更
新
工
事
③
２

号
館
分
析
セ
ン
タ
ー
空
調
機

更
新
工
事
④
２
号
館
実
験
室

空
調
機
更
新
工
事
⑤
４
号
館

教
室
空
調
機
更
新
工
事
⑥
工

作
試
験
セ
ン
タ
ー
計
測
室
空

調
機
更
新
工
事
⑦
工
作
試
験

セ
ン
タ
ー
女
子
更
衣
室
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
⑧
学

生
用
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
Ｌ

Ａ
Ｎ
増
設
工
事
⑨
学
生
寮
駐

輪
場
整
備
工
事

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収
　
　
入

学生生徒等納付金収入 19,648,260,900

手数料収入 1,059,485,276

特別寄付金収入 165,811,265

経常費等補助金収入 2,069,454,815

付随事業収入 466,900,554

雑収入 958,307,533

教育活動資金収入計 24,368,220,343

支
　
　
出

人件費支出 14,631,741,386

教育研究経費支出 5,632,797,875

管理経費支出 1,278,817,097

教育活動資金支出計 21,543,356,358

差引 2,824,863,985

調整勘定等 13,775,068

教育活動資金収支差額 2,838,639,053

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収 

入

施設設備寄付金収入 12,544,000

施設整備等活動資金収入計 12,544,000

支
　
　
出

施設関係支出 113,014,400

設備関係支出 571,832,246

第２号基本金引当特定資産繰入支出 400,000,000

施設設備準備資産繰入支出 700,000,000

施設整備等活動資金支出計 1,784,846,646

差引 △ 1,772,302,646

調整勘定等 △   112,432,310

施設整備等活動資金収支差額 △ 1,884,734,956

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額） 953,904,097

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収
　
　
入

有価証券売却収入 645

貸付金回収収入 5,300,836

預り金受入収入 685,032,998

仮払金回収収入 6,661,489

敷金・保証金回収収入 263,000

小計 697,258,968

受取利息・配当金収入 49,406,629

その他の活動資金収入計 746,665,597

支
　
　
出

借入金等返済支出 407,770,000

第３号基本金引当特定資産繰入支出 20,383

退職給与引当資産繰入支出 50,000,000

貸付金支払支出 400,000

小計 458,190,383

借入金等利息支出 18,135,326

その他の活動資金支出計 476,325,709

差引 270,339,888

調整勘定等 0

その他の活動資金収支差額 270,339,888

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額） 1,224,243,985

前年度繰越支払資金 6,633,604,743

翌年度繰越支払資金 7,857,848,728

活動区分資金収支計算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで（単位 円）

比 率 算　式（×100）
平成27年度

決　算

平成28年度

決　算

平成29年度

決　算

平成30年度

決　算

令和元年度

決　算

令和２年度

決　算

人 件 費

比 率

人 件 費

経 常 収 入

60.43％

（53.7％）

60.85％

（53.6％）

59.93％

（53.8％）

59.32％

（53.0％）

61.70％

（53.2％）

59.84％

人 件 費

依 存 率

人 件 費

学生生徒等納付金

72.89％

（73.0％）

71.72％

（72.8％）

70.96％

（71.9％）

71.28％

（70.9％）

75.31％

（70.8％）

74.37％

教 育 研究

経費比率

教 育 研 究 経 費

経 常 収 入

31.07％

（33.2％）

29.97％

（33.0％）

29.27％

（33.3％）

28.87％

（33.4％）

32.54％

（33.5％）

33.45％

管 理 経費

比 率

管 理 経 費

経 常 収 入

7.55％

（9.3％）

7.36％

（9.0％）

6.88％

（8.8％）

6.75％

（8.8％）

7.27％

（8.9％）

6.20％

事業活動収支

差 額 比 率

基 本 金 組 入 前

当年度収支差額

事 業 活 動 収 入

△5.37％

（4.7％）

1.95％

（4.9％）

4.46％

（4.9％）

5.39％

（4.6％）

△1.30％

（4.7％）

0.94％

主　要　財　務　比　率

備考 １．経常収入は、教育活動収入計と教育活動外収入計の合計

　　　２．（　）内は日本私立学校振興・共済事業団調査による医歯系法人を除く大学法人平均値を示す。

貸 借 対 照 表
令和3年3月31日 （単位 円）

資　　産　　の　　部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

固 定 資 産 129,735,523,460 130,558,171,336 △   822,647,876
有 形 固 定 資 産 100,841,000,743 102,812,770,946 △ 1,971,770,203
土 地 35,511,355,163 35,511,355,163 0
建 物 43,162,166,916 44,971,242,809 △ 1,809,075,893
構 築 物 1,892,432,700 2,077,612,341 △   185,179,641
機 械 装 置 119,920,190 129,444,890 △     9,524,700
教育研究用機器備品 2,438,232,447 2,578,997,069 △   140,764,622
管理用機器備品 222,004,264 240,228,728 △    18,224,464
図 書 17,485,139,416 17,294,232,321 190,907,095
車 両 7,219,647 9,657,625 △     2,437,978
建 設 仮 勘 定 2,530,000 0 2,530,000
特 定 資 産 28,354,629,695 27,204,609,312 1,150,020,383
第２号基本金引当特定資産 500,000,000 100,000,000 400,000,000
第３号基本金引当特定資産 2,754,629,695 2,754,609,312 20,383
退職給与引当資産 4,000,000,000 3,950,000,000 50,000,000
法人基金準備資産 6,900,000,000 6,900,000,000 0
施設設備準備資産 14,200,000,000 13,500,000,000 700,000,000
その他の固定資産 539,893,022 540,791,078 △       898,056
電 話 加 入 権 17,322,081 17,322,081 0
温 泉 利 用 権 7,000,000 7,000,000 0
有 価 証 券 513,887,015 513,888,429 △         1,414
教 職 員 貸 付 金 372,926 1,006,568 △       633,642
敷 金・ 保 証 金 1,311,000 1,574,000 △       263,000

流 動 資 産 8,870,677,581 7,552,044,509 1,318,633,072
現 金 預 金 7,857,848,728 6,633,604,743 1,224,243,985
未 収 入 金 762,043,100 659,501,243 102,541,857
仮 払 金 161,842,921 168,504,410 △     6,661,489
前 払 金 88,123,778 85,347,865 2,775,913
短 期 貸 付 金 819,054 5,086,248 △     4,267,194

資 産 の 部 合 計 138,606,201,041 138,110,215,845 495,985,196

負　　債　　の　　部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

固 定 負 債 13,785,316,278 14,420,461,247 △   635,144,969
長 期 借 入 金 4,181,010,000 4,588,780,000 △   407,770,000
長 期 未 払 金 455,286,213 663,150,238 △   207,864,025
退職給与引当金 9,149,020,065 9,168,531,009 △    19,510,944
流 動 負 債 7,530,172,699 6,630,615,148 899,557,551
短 期 借 入 金 407,770,000 407,770,000 0
短 期 未 払 金 1,754,399,795 1,475,658,242 278,741,553
前 受 金 3,687,517,000 3,751,734,000 △    64,217,000
預 り 金 1,680,485,904 995,452,906 685,032,998

負 債 の 部 合 計 21,315,488,977 21,051,076,395 264,412,582
純　 資　 産　 の　 部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

基 本 金 161,895,282,237 160,309,037,502 1,586,244,735
第 １ 号 基 本 金 156,926,652,542 155,740,428,190 1,186,224,352
第 ２ 号 基 本 金 500,000,000 100,000,000 400,000,000
第 ３ 号 基 本 金 2,754,629,695 2,754,609,312 20,383
第 ４ 号 基 本 金 1,714,000,000 1,714,000,000 0
繰 越 収 支 差 額 △44,604,570,173 △43,249,898,052 △1,354,672,121
翌年度繰越収支差額 △44,604,570,173 △43,249,898,052 △1,354,672,121

純 資 産 の 部 合 計 117,290,712,064 117,059,139,450 231,572,614
負債及び純資産の部合計 138,606,201,041 138,110,215,845 495,985,196

貸
借
対
照
表

３

学 校 法 人
専 修 大 学

令和２年度決算概要令和２年度決算概要
　学校法人専修大学の令和２年度事業報告・決算は、５月26日開催の理事会・評議員会で承認され、確定した。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金 19,640,075,000 19,648,260,900 △    8,185,900
手 数 料  1,176,713,000 1,059,485,276 117,227,724
寄 付 金 180,000,000 165,811,265 14,188,735
経 常 費 等 補 助 金 2,058,003,000 2,069,454,815 △   11,451,815
付 随 事 業 収 入 493,781,000 466,900,554 26,880,446
雑 収 入 848,948,000 958,307,533 △  109,359,533
教 育 活 動 収 入 計 24,397,520,000 24,368,220,343 29,299,657

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,559,687,000 14,612,230,442 △   52,543,442
教 育 研 究 経 費 8,408,240,000 8,167,012,786 241,227,214
管 理 経 費 1,547,835,000 1,513,154,261 34,680,739
徴 収 不 能 額 等 0 0 0
教 育 活 動 支 出 計 24,515,762,000 24,292,397,489 223,364,511
教育活動収支差額 △    118,242,000 75,822,854 △  194,064,854

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 73,566,000 49,406,629 24,159,371
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 73,566,000 49,406,629 24,159,371

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 18,136,000 18,135,326 674
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 18,136,000 18,135,326 674
教育活動外収支差額 55,430,000 31,271,303 24,158,697
経 常 収 支 差 額 △     62,812,000 107,094,157 △  169,906,157

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0
その他の特別収入 170,100,000 139,942,684 30,157,316
特 別 収 入 計 170,100,000 139,942,684 30,157,316

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 12,018,000 15,464,227 △    3,446,227
その他の特別支出 0 0 0
特 別 支 出 計 12,018,000 15,464,227 △    3,446,227
特 別 収 支 差 額 158,082,000 124,478,457 33,603,543

[ 予  　 備 　  費 ] (　　　　0) 
150,000,000 150,000,000

基本金組入前当年度収支差額 △     54,730,000 231,572,614 △  286,302,614
基 本 金 組 入 額 合 計 △  1,708,804,000 △  1,586,244,735 △  122,559,265
当 年 度 収 支 差 額 △  1,763,534,000 △  1,354,672,121 △  408,861,879
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 43,249,899,000 △ 43,249,898,052 △          948
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 45,013,433,000 △ 44,604,570,173 △  408,862,827

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,641,186,000 24,557,569,656 83,616,344
事 業 活 動 支 出 計 24,695,916,000 24,325,997,042 369,918,958

事業活動収支計算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで （単位 円）

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　 ２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を
　　　　　 含み、「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

資 金 収 支 計 算 書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで （単位 円）

　収　入　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 19,640,075,000 19,648,260,900 △    8,185,900
手 数 料 収 入 1,176,713,000 1,059,485,276 117,227,724
寄 付 金 収 入 200,000,000 178,355,265 21,644,735
補 助 金 収 入 2,058,003,000 2,069,454,815 △   11,451,815
資 産 売 却 収 入 200,000,000 645 199,999,355
付随事業・収益事業収入 493,781,000 466,900,554 26,880,446
受取利息・配当金収入 73,566,000 49,406,629 24,159,371
雑 収 入 848,948,000 958,307,533 △  109,359,533
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 3,710,764,000 3,687,517,000 23,247,000
そ の 他 の 収 入 665,403,000 1,356,759,566 △  691,356,566

資 金 収 入 調 整 勘 定 △  4,409,677,000 △  4,513,777,100 104,100,100

当 年 度 収 入 合 計 24,657,576,000 24,960,671,083 △  303,095,083
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,633,604,743 6,633,604,743
収 入 の 部 合 計 31,291,180,743 31,594,275,826 △  303,095,083

　支　出　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

人 件 費 支 出 14,557,921,000 14,631,741,386 △   73,820,386
教 育 研 究 経 費 支 出 5,879,282,000 5,632,797,875 246,484,125
管 理 経 費 支 出 1,313,530,000 1,278,817,097 34,712,903
借 入 金 等 利 息 支 出 18,136,000 18,135,326 674
借 入 金 等 返 済 支 出 407,770,000 407,770,000 0
施 設 関 係 支 出 107,270,000 113,014,400 △    5,744,400
設 備 関 係 支 出 630,464,000 571,832,246 58,631,754
資 産 運 用 支 出 1,350,020,000 1,150,020,383 199,999,617
そ の 他 の 支 出 1,565,002,000 1,559,908,498 5,093,502

［ 予　 備　 費 ］ (　　　　0) 
150,000,000 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △  1,513,316,000 △  1,627,610,113 114,294,113
当 年 度 支 出 合 計 24,466,079,000 23,736,427,098 729,651,902
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,825,101,743 7,857,848,728 △1,032,746,985
支 出 の 部 合 計 31,291,180,743 31,594,275,826 △  303,095,083

事
業
活
動
収
支
計
算
書

２

資
金
収
支
計
算
書

１

事業活動収支決算科目別構成

事業活動収入計

24,557,569千円

学生生徒等納付金

80.0％

事業活動支出計

24,325,997千円

人件費

60.1％

教育研
究経費

33.6％

管理経費

6.2％

資産処分差額

0.0％

手数料

4.3％

寄付金

0.7％

経常費等
補助金

8.4％

付随事業収入

1.9％

雑収入

3.9％

資産売却差額

0.0％

その他の
特別収入

0.6％

借入金等利息

0.1％

受取利息・配当金

0.2％ その他の
特別支出

0.0％

　
本
学
は
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
達
成
す
る
た
め
に
「
学
生
を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ

く
り
」
を
大
学
運
営
の
基
本
理
念
に
掲
げ
、
社
会
の
屋

台
骨
を
支
え
る
有
為
な
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
骨
太
の
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
５

年
間
に
つ
い
て
は
「
確
た
る
大
学
基
盤
の
整
備
」
を
事

業
推
進
の
指
針
に
据
え
、
７
つ
の
事
業
領
域
を
中
心
に

中
期
的
な
視
点
か
ら
設
定
し
た
計
画
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

　
専
修
大
学
で
は
10
数
年
前
に
大
学
改
革
の
構
想
を
立

て
、
年
次
計
画
に
従
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
、
学
部

の
改
組
転
換
及
び
新
学
部
・
学
科
の
設
置
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
非
日
常
の
連
続
で
も
あ
り
ま
し

た
。
専
修
大
学
及
び
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
令
和
２
年

２
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
大
学
全
体
と
し
て
同
感
染
症
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
指
針
を
提
示

し
、
教
育
・
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
学
教
職
員
の
尽
力
と
学
生
の
理
解

・
協
力
の
結
果
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
、
教
育
・
研
究
活
動
の
機
能
を
維
持
し
「
社

会
知
性
の
開
発
」
に
向
け
た
活
動
が
継
続
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
３
月
に
は
専
修
大
学
及
び
石
巻
専
修
大
学
に
お

い
て
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
２
部
制
を
執
る

こ
と
で
卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式
を
挙
行
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
校
友
・
育
友
の
皆
様
に
は
学
生
の
た
め
に

経
済
支
援
を
迅
速
に
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
専
修
大
学
で
は
こ

れ
ま
で
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
の
完
遂
に
向
け
て

様
々
な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
と
教
学
改
革
を
同
時
並
行
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
４
月
に
は
、
経
済

学
部
現
代
経
済
学
科
及
び
生
活
環
境
経
済
学
科
並
び
に

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、
商
学
部
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
法
学
部
・
商

学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
３
学
部
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
支
援
領
域
で
は
、
陸
上
競
技
部
が
７
年
ぶ
り
69

回
目
の
箱
根
駅
伝
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職
試
験
で
は
、
８
名
が
合
格
し
、
過
去

最
多
の
合
格
者
数
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
認
会
計
士
試
験
で
は
、
合
格
者
が
12
名
（
在
学
生
８

名
）、
司
法
試
験
で
は
８
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
国
税
専
門
官
採
用
試
験
に
１
０
７
名
（
在
学
生
94

名
）
が
合
格
す
る
な
ど
着
実
に
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
入
試
領
域
で
は
、
全
て
の
試
験
制
度
の
志
願
者
数
は

５
万
１
９
３
名
と
な
り
、
３
年
連
続
で
目
標
の
志
願
者

数
５
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
入
試
か
ら
令

和
３
年
度
入
試
ま
で
の
５
年
間
は
年
平
均
１
・
５
％
で

志
願
者
を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
社
会
連
携
領
域
で

は
、
商
学
部
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、
同
学
部

が
従
前
よ
り
掲
げ
て
き
た
「
実
学
教
育
重
視
」
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
千
代
田
区
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
社
会
と
の
連
携
の
更
な
る
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
学
部
長
会
・
大
学
院
委
員
会

合
同
委
員
会
の
下
に
「
石
巻
専
修
大
学
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
行
動
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
具

体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
、
16
項
目
の
目
標
や
40
の

行
動
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
経
営
学
部
で
は
「
石
巻

専
修
大
学
経
営
学
部
学
科
改
組
等
に
か
か
わ
る
設
置
準

備
委
員
会
」
を
中
心
に
、
令
和
３
年
度
経
営
学
部
情
報

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
に
向
け
た
準
備
等
を
進
め
、

４
月
か
ら
新
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
理
工
学
部

で
は
「
石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
学
科
改
組
等
に
か
か

わ
る
設
置
検
討
委
員
会
」
を
中
心
に
、
理
工
学
部
改
組

（
教
育
課
程
再
編
）
に
向
け
た
各
種
手
続
き
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
支
援
領
域
で
は
、
女
子
競
走
部
が
第
38
回
全
日

本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
に
３
年
連
続
で
５

回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
入
試
領
域
で
は
、
全

て
の
試
験
制
度
の
志
願
者
数
が
１
０
１
９
名
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
入
試
か
ら
令
和
３
年
度
入
試
ま
で

に
年
平
均
10
・
７
％
で
志
願

者
を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

（
令
和
２
年
度
事
業
報
告
書

の
詳
細
は
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

事
業
報
告
概
要


